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 ①教授要目期 (1946～1954) 
 ②教育課程期 (1954～現在) 
  ⅰ) 第１次教育課程期 (1954～1963) 
    ⅱ) 第２次教育課程期 (1963～1974) 
    ⅲ) 第３次教育課程期 (1974～1981) 
    ⅳ) 第４次教育課程期 (1981～1987) 
    ⅴ) 第５次教育課程期 (1987～1992) 
    ⅵ) 第６次教育課程期 (1992～1997) 
    ⅶ) 第７次教育課程期 (1997～2007) 
    ⅷ) 2007 改定教育課程期 (2007～2009) 
































































































・ 1945 年から 1961 年にかけての期間で記述の空白があるのが気になる。朝鮮戦争
前後の時期であるという特殊事情もあったと思うが、若干でも論及があればよかっ
 7
たと思われる。 
 
以上、さらに考察が求められる課題はあるが、本研究が博士学位申請論文に値する
ものであるという判断を覆すようなものではない。申請者自身、今後の課題は十分に意
識しており、将来の研究の深化に対する申請者の姿勢は積極的なものであると評価で
きる。 
以 上 
 
 
